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１．研究計画の概要 
 本研究の対象時期は、19世紀末から 20世
紀前半にかけてであり、対象地域は、太平洋
の周辺地域（日本、韓国、中国、東南アジア、
オーストラリア、カナダ、アメリカ合衆国、
メキシコ、南米）および島嶼（ハワイ、旧南
洋群島）である。次の 3点を追求するのが本
研究計画の目的である。 
(1) 対象地域に移住し、さらに対象地域間・
対象地域内を移動する日本人の実態、および
各地における社会形成のあり方を明らかに
すること。 
(2) 国際移動した日本人と様々な国家との関
係を明らかにすること。 
(3) 太平洋をめぐる諸地域が、地域システム
として統合される過程を明らかにすること。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) の日本人が環太平洋地域において移動し
つつ、いかに各地で日本人社会を形成し、現
地社会と交渉しつつ社会経済的地位を確保
し、自分たちの文化を維持・再編成・再生産
していったのかについて、アメリカ合衆国本
土、ハワイ、カナダ、朝鮮、満州、上海など
の各地域についてのケーススタディを積み
上げることができた。その成果を統合するこ
とによって、時代、地域による違いを押さえ
つつ、多様な日本人の在外体験のあり方につ
いて、明確に示すことができる見通しである。 
(2) については、(1) のケーススタディを積み
上げる過程で、日本の「勢力圏」と「非勢力
圏」、非勢力圏でも主権国家本国と日本以外
の国家の植民地の違いについて実証的に検
証することができた。また、植民地について
は、宗主国の持ち込んだ法政治制度と現地に

おける植民地的生産体制から来る必要性の
両者を考察している。また、日本の勢力圏内
でも、日本人の法的立場が多様であるため、
より精緻な比較分析を積み上げている。 
(3) の太平洋のシステム化については、日本
人の国際移動研究の相対化とその中での位
置づけ作業をおこなっている。西洋列強によ
る太平洋地域の分割は 19 世紀に終了してい
たが、本国に収入をもたらす「有用」な植民
地として再編成されるのは世紀末から 20 世
紀前半にかけてであった。その時期に各地に
移住・労働した日本人の役割は、当初の想定
以上に大きかったことが明らかになってき
た。一方、日本人は、多様な民族集団が移動
する競争的環境の中で在外体験をしたので
あり、一定の相対化も必要である。その意味
で、本目的は、前 2 項と密接に関連しつつ、
作業を進めることができた。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 

 当初の3点の目的をすべて満たすかたち
で研究が進捗していること。 

 地域ごとの各論についてはすでにまと
まった成果を 2点出版していること。 

 ケーススタディ成果の統合については、
今年度のシンポジウムでおこない、その
成果を年度中に出版する予定であるこ
と。 

 単に日本人の多様な在外体験の積み上
げにとどまらず、日本人の国際移動を内
包した太平洋システム論の構築をおこ
なっていること。 

 地理学情報システム (GIS) を活用した
移動研究（移民研究）のあり方について、



地理学と歴史学の協働的研究を進めて
いること。 

 
４．今後の研究の推進方策 
2009年 10月に開催する成果報告シンポジウ
ム「環太平洋地域における日本人の国際移
動」では、4つのセッションを置くが、目的 (1) 
はセッション 4「移民と現地コミュニティ」
で追究する。目的 (2) および (3) は、セッシ
ョン 1（基調報告）およびセッション 2「日
本人の移動と太平洋を巡る問題」によって、
日本人の移動が環太平洋地域における資本
主義経済の浸透と同期していることの歴史
的意義を明らかにしたい。さらに、セッショ
ン 3「空間情報を利用した移動研究の方法論
と成果」では、歴史史料と地理学 GIS研究の
接点を探る予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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